
売場に並んだ最高値を付けた売場に並んだ最高値を付けた
「アムさん」メロン「アムさん」メロン

過去最高値の過去最高値の
30 万円を30 万円を
付けた瞬間付けた瞬間

第359号
令和4年6月17日

アムさんアムさん
過
去
最
高
値

過
去
最
高
値

3030 万万
円円

　

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン

　

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン

「
ア
ム
さ
ん
」
の
初
競
り
が
６
月

「
ア
ム
さ
ん
」
の
初
競
り
が
６
月
1010
日
、
当
社
第
１
卸

日
、
当
社
第
１
卸

売
場
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

売
場
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
秀
２
玉
サ
イ
ズ
１
箱
が

　

当
日
は
秀
２
玉
サ
イ
ズ
１
箱
が
3030
万
円
で
競
り
落
と

万
円
で
競
り
落
と

さ
れ
、
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
今
後
の
メ
ロ
ン
生
産

さ
れ
、
過
去
最
高
値
を
記
録
し
、
今
後
の
メ
ロ
ン
生
産

へ
の
励
み
と
な
る
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

へ
の
励
み
と
な
る
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
は
五
所
川
原
市
の
阿
部
祐
一
さ

ん
、
山
谷
文
人
さ
ん
、
中
泊
町
の
松
橋
尚

子
さ
ん
が
、
つ
が
る
市
木
造
地
区
の
ハ
ウ

ス
で
温
泉
熱
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
計
58

ケ
ー
ス
（
４
６
６
㌔
）
と
、
黒
石
市
の

種
市
美
夏
さ
ん
が
栽
培
し
た
23
ケ
ー
ス

（
１
４
２
㌔
）
が
上
場
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
出
荷
さ
れ
た「
ア
ム
さ
ん
」に
つ
い
て
、

阿
部
さ
ん
、
松
橋
さ
ん
、
山
谷
さ
ん
の
ハ

ウ
ス
で
は
、
生
育
期
の
気
温
が
高
め
に
推

移
し
た
こ
と
で
、
肥
大
が
順
調
に
進
み
ま

し
た
。
５
月
末
か
ら
気
温
が
下
が
り
、
着

色
が
遅
れ
た
た
め
、
昨
年
よ
り
３
日
遅
い

初
競
り
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
以
上
の

最
高
の
仕
上
り
と
な
っ
た
と
の
事
で
し

た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
早
採
り
に
取
り

組
み
、
初
競
り
に
出
荷
し
た
種
市
さ
ん

は
「
温
度
管
理
に
気
を
使
い
、
５
月
の

天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
順
調

に
生
育
し
た
も
の
の
肥
大
期
に
雨
が
少

な
く
、
乾
燥
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
や

や
小
玉
傾
向
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

収
穫
期
に
は
昼
夜
の
寒
暖
差
に
よ
り
、

糖
度
が
高
く
食
味
の
良
い
メ
ロ
ン
に
仕

上
が
り
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
７
時
か
ら
始
ま
っ
た
競
売
に

は
、
せ
り
人
、
買
参
人
と
も
に
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
対
策
を

徹
底
し
、
青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン
生

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果
（
株
）

（
第
51
期
）、（
株
）
弘
前
水
産

地
方
卸
売
市
場
（
第
33
期
）、

（
株
）
弘
果
物
流
（
第
32
期
）、

（
株
）
津
軽
り
ん
ご
市
場
（
第

29
期
）、（
株
）
弘
前
花
き
（
第

22
期
）、
弘
果
総
合
研
究
開
発

（
株
）（
第
18
期
）
で
は
５
月
下

旬
に
定
時
総
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
て

会
場
で
行
っ
た
会
社
、
書
面
決

議
を
行
っ
た
会
社
が
あ
り
ま
し

た
。
各
社
と
も
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
満
場
異
議
な
く
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果
、
弘
前

水
産
地
方
卸
売
市
場
、
津
軽
り

ん
ご
市
場
で
は
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果
で
は
、

石
戸
谷
繁
取
締
役
、
大
中
徹
取

締
役
、
笹
常
俊
取
締
役
退
任
に

伴
い
、
會
田
一
男
氏
が
専
務
取

締
役
、
古
川
光
輝
氏
、
河
越
一

之
氏
が
新
取
締
役
に
就
任
し
ま

し
た
。

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
で
は
、
大

中
徹
取
締
役
退
任
に
伴
い
、
八

木
橋
宏
弥
氏
が
代
表
取
締
役
社

長
、
齋
藤
彰
寿
氏
が
新
取
締
役

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

弘
前
花
き
で
は
、
安
田
清
一

氏
が
新
監
査
役
に
就
任
し
ま
し

た
。

弘 果 グ ル ー プ 定 時 株 主 総 会 開 催弘 果 グ ル ー プ 定 時 株 主 総 会 開 催

弘果弘前中央青果
古川光輝
取締役

弘果弘前中央青果
河越一之
取締役

弘前花き
安田清一
監査役

津軽りんご市場
齋藤彰寿
取締役

津軽りんご市場
八木橋宏弥
代表取締役社長

産
連
絡
協
議
会
樋
口
正
順
会
長
と

同
会
役
員
や
、
阿
部
さ
ん
、
松
橋

さ
ん
、
山
谷
さ
ん
ら
生
産
者
が
見

守
る
中
、
次
々
と
取
引
さ
れ
ま
し

た
。
１
㌔
当
た
り
の
平
均
単
価
は

２
８
０
５
円
と
昨
年
を
上
回
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
最
高
値
に
つ
い
て
当
社

担
当
者
は
「
品
質
が
良
か
っ
た
こ

と
が
一
番
の
要
因
で
す
。
そ
の
上

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
状
況
が
あ
る
程
度
落
ち
着
い
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
れ
だ
け

の
値
が
付
い
た
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
、
阿
部
さ
ん
は
「
今
年
は
ネ

ッ
ト
の
張
り
も
色
も
良
く
、
自
信

を
持
っ
て
出
荷
し
た
の
で
非
常
に

う
れ
し
い
で
す
。
こ
の
後
も
美
味

し
い
メ
ロ
ン
が
た
く
さ
ん
出
荷
で

き
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
出
荷
さ
れ
た
「
ア
ム
さ

ん
」
は
、
青
森
県
内
の
量
販
店
の

店
頭
に
な
ら
び
、
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
ア
ム
さ
ん
」
は
７
月
中
旬
に

出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。

　

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン
生
産
連
絡
協
議
会
（
樋
口
正
順
会
長
）
で
は
後

　

青
森
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ロ
ン
生
産
連
絡
協
議
会
（
樋
口
正
順
会
長
）
で
は
後

継
者
育
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で

継
者
育
成
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
で
1717
年
目
を
迎
え
ま
す
。

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
は
青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校
生
物
生
産
科
１
年
生

　

今
年
は
青
森
県
立
五
所
川
原
農
林
高
校
生
物
生
産
科
１
年
生
2626
名
を
対
象

名
を
対
象

に
、
５
月

に
、
５
月
2727
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
５
月

日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
５
月
3131
日
に
メ
ロ
ン
栽
培
実
習
を
行

日
に
メ
ロ
ン
栽
培
実
習
を
行

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。

　

同
校
の
園
地
（
約
５
ア
ー
ル
）
で

行
わ
れ
た
実
習
で
は
、
生
徒
が
当
社

農
産
指
導
課
の
指
導
の
も
と
役
割
分

担
を
し
て
、つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン「
ハ

ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
苗
１
６
１
本

を
定
植
し
ま
し
た
。

　

実
習
を
終
え
て
花
田
心
愛（
こ
あ
）

さ
ん
は
「
家
で
米
と
野
菜
を
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、
メ
ロ
ン
定
植
は
初
め

て
の
経
験
で
し
た
。
美
味
し
い
メ
ロ

メ
ロ
ン
栽
培
実
習

メ
ロ
ン
栽
培
実
習

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

２玉入２玉入

期待込め栗こ南瓜定植期待込め栗こ南瓜定植

後
継
者
育
成
事
業
へ
の
取
り
組
み

後
継
者
育
成
事
業
へ
の
取
り
組
み

弘果弘前中央青果
會田一男
専務取締役

生憎の雨の中行われた定植作業生憎の雨の中行われた定植作業

ン
の
収
穫
に
向
け
、
こ
れ
か
ら
の

実
習
に
励
み
ま
す
」
と
話
し
、
美

濃
部
陸
（
り
く
）
さ
ん
は
「
先
輩

達
よ
り
高
品
質
な
メ
ロ
ン
を
作
っ

て
、
高
値
で
販
売
し
た
い
」
と
意

気
込
み
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
今
後
、栽
培
、収
穫
、

出
荷
と
一
連
の
流
れ
を
実
習
す
る

予
定
で
す
。

収穫・出荷に向け丁寧に定植する生徒達収穫・出荷に向け丁寧に定植する生徒達

　

同
事
業
で
は
２
年
目
と
な
る
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
が
、
同
校
の
教
室
と
つ

が
る
市
の
メ
ロ
ン
栽
培
ハ
ウ
ス
を
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

機
器
を

活
用
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
社
農
産
指
導
課
成
田
賢
正
係
長

が
講
師
を
務
め
、
つ
が
り
あ
ん
メ
ロ

ン
「
ア
ム
さ
ん
」
を
例
に
、
定
植
か

ら
収
穫
ま
で
の
流
れ
や
、
栽
培
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

生
徒
達
は
、
４
日
後
に
行
わ
れ
る

「
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン
」
の
定
植
に

活
か
そ
う
と
、
真
剣
に
聴
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

成
田
係
長
は
「
メ
ロ
ン
は
ツ
ル
の

仕
立
て
方
や
着
果
場
所
に
よ
り
、

品
質
が
左
右
さ
れ
る
作
物
で
す
。

生
徒
達
に
は
説
明
し
た
こ
と
を
思

い
出
し
て
実
習
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

メロン栽培ハウスと教室をつないメロン栽培ハウスと教室をつない
で行われたオンライン授業で行われたオンライン授業

　

青
森
県
立
柏
木
農
業
高
校
で

　

青
森
県
立
柏
木
農
業
高
校
で

は
５
月

は
５
月
3131
日
、
弘
果
オ
リ
ジ
ナ

日
、
弘
果
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」

ル
ブ
ラ
ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」

の
「
栗
こ
南
瓜
」
の
苗
を
定
植

の
「
栗
こ
南
瓜
」
の
苗
を
定
植

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

同
校
生
物
生
産
科
２
年
生

　

同
校
生
物
生
産
科
２
年
生
1515

名
が
、
当
社
農
産
指
導
課
職
員

名
が
、
当
社
農
産
指
導
課
職
員

の
指
導
を
受
け
、
苗
の
向
き
や

の
指
導
を
受
け
、
苗
の
向
き
や

土
の
か
ぶ
せ
方
に
注
意
し
な
が

土
の
か
ぶ
せ
方
に
注
意
し
な
が

ら
、
４
㌃
の
ほ
場
に
苗
１
０
０

ら
、
４
㌃
の
ほ
場
に
苗
１
０
０

本
を
次
々
と
植
え
て
い
き
ま
し

本
を
次
々
と
植
え
て
い
き
ま
し

た
。
た
。

　

収
穫
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、
指

　

収
穫
ま
で
の
３
ヶ
月
間
、
指

導
を
受
け
な
が
ら
高
品
質
な
南
瓜
を

導
を
受
け
な
が
ら
高
品
質
な
南
瓜
を

目
指
し
て
栽
培
管
理
を
行
い
、収
穫
、

目
指
し
て
栽
培
管
理
を
行
い
、収
穫
、

出
荷
を
経
て
、
量
販
店
の
店
頭
で
販

出
荷
を
経
て
、
量
販
店
の
店
頭
で
販

売
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

売
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

　

同
校
生
物
生
産
科
の
齊
藤
龍
太
郎

　

同
校
生
物
生
産
科
の
齊
藤
龍
太
郎

さ
ん
は
「
以
前
食
べ
た
『
栗
こ
南
瓜
』

さ
ん
は
「
以
前
食
べ
た
『
栗
こ
南
瓜
』

が
、
ホ
ク
ホ
ク
し
て
と
て
も
美
味
し

が
、
ホ
ク
ホ
ク
し
て
と
て
も
美
味
し

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
栽
培
出
来
る

か
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
栽
培
出
来
る

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
自
分
達
が

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
自
分
達
が

育
て
た
美
味
し
い
『
栗
こ
南
瓜
』
を

育
て
た
美
味
し
い
『
栗
こ
南
瓜
』
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
こ
れ
か

食
べ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
こ
れ
か

ら
の
栽
培
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま

ら
の
栽
培
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



ひ ろ か だ よ り （2）

弘前総合地方卸売市場内業務等の制限について（6/16現在）

入場者

競売

運送会社・
取引業者・
生産者・

一般のお客様

消毒・マスク着用（常時）

視察・見学

セリ人

買参人

消毒・検温・マスク着用（常時）

人数制限（競売1ヶ所につき1買参
人あたり1名のみの参加）

消毒・検温・マスク着用（常時）

消毒・検温・マスク着用（常時）
2週間前に申請・状況を勘案し判断

市場内業務等の制限は

状況に応じて更新されますので、

詳しくは HP をご確認ください

市場内業務等の制限は

状況に応じて更新されますので、

詳しくは HP をご確認ください 津軽市場

農
業
に
大
き
な
夢
と
希
望
を
抱
い
て
就
農
し
た
人
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
紹
介
し
ま
す
。
農
業
の
未
来
を
切

り
開
く
就
農
者
を
弘
果
グ
ル
ー
プ
は
応
援
し
ま
す
。

め
ぐ
み

め
ぐ
み

佐
藤
　
恵
美

佐
藤
　
恵
美
さ
ん
さ
ん

（41）（41）

【
住
所
】　

鯵
ヶ
沢
町
建
石

【
家
族
構
成
】　

夫
、
子
供
３
人
の
５
人
家
族

【
作
付
状
況
】　

り
ん
ご
２
㌶

【
就
農
年
】　
２
０
２
０
年

【
き
っ
か
け
】
専
業
主
婦
と
し
て
、
子
育

て
と
農
業
（
大
豆
栽
培
）
を
営
む
夫
を
支

え
て
い
ま
し
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、

知
人
か
ら
の
紹
介
で
大
豆
畑
の
規
模
拡
大

の
話
が
あ
り
、
そ
の
際
に
、
近
接
し
て
い

る
り
ん
ご
園
地
の
担
い
手
が
い
な
い
と
話

が
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
子
育
て
真
っ
最

中
の
状
況
で
し
た
が
、
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強

く
、
ま
た
家
族
の
理
解
も
あ
り
、
本
格
的

な
就
農
を
決
意
し
て
、
そ
の
り
ん
ご
園
地

を
取
得
し
「
ｍ
ｅ
ｇ
ｕ
ｍ
ｉ　

ｆ
ａ
ｒ
ｍ

（
メ
グ
ミ
フ
ァ
ー
ム
）」
を
起
ち
上
げ
ま
し

た
。

【
現
在
】
夫
と
経
営
を
別
に
し
て
い
る
の

で
、基
本
的
に
一
人
で
、剪
定
、ス
プ
レ
ー

ヤ
ー
を
用
い
て
の
防
除
、
そ
の
他
の
力
仕

事
を
身
長
１
４
５
㌢
の
小
柄
な
私
が
パ
ワ

フ
ル
に
、
そ
し
て
楽
し
く
こ
な
し
て
い
ま

す
。
そ
の
日
常
の
中
で
、
一
人
の
経
営
者

と
し
て
ど
の
よ
う
に
農
業
経
営
を
行
っ
て

い
く
か
を
常
に
考
え
て
い
ま
す
。
労
働
力

不
足
や
そ
れ
に
伴
う
省
力
化
へ
の
取
り
組

み
等
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い

中
、
全
く
の
未
経
験
で
不
安
な
部
分
も
あ

り
ま
し
た
が
、
良
い
意
味
で
、
先
入
観
や

固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
状

況
判
断
で
き
る
こ
と
が
、
栽
培
、
経
営

に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
ま
す
。
そ
の
一

例
と
し
て
、
同
じ
境
遇
の
子
育
て
世
代

で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
マ
友
」
を
積

極
的
に
雇
用
し
、
あ
る
程
度
融
通
が
利

く
形
で
の
労
働
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

で
、
新
し
い
雇
用
形
態
の
構
築
を
図
っ

て
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
仕
事
を
通
じ
て
関
係
者

が
「
Ｗ
ｉ
ｎ　
Ｗ
ｉ
ｎ
（
ウ
イ
ン
ウ
イ

ン
）」
の
関
係
を
構
築
し
て
い
く
こ
と

が
理
想
で
あ
り
、
経
営
方
針
で
も
あ
り

ま
す
。「
信
は
力
な
り
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
先
ず
は
何
事
に
於
い

て
も
私
自
身
が
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
座
右
の
銘
】「
進
取
果
敢
（
し
ん
し
ゅ

か
か
ん
）」
柔
軟
な
思
考
で
意
欲
的
に

突
き
進
ん
で
い
く
様
子
を
指
し
た
言
葉

で
す
。
進
取
果
敢
に
仕
事
に
取
り
組
め

る
環
境
を
大
切
に
し
、家
族
や
従
業
員
、

お
客
様
等
す
べ
て
の
皆
様
へ
の
感
謝
を

忘
れ
ず
、
強
い
信
念
と
行
動
力
を
以
っ

て
、
今
以
上
に
楽
し
く
仕
事
に
励
ん
で

い
き
た
い
。

ニュース

初出荷に向け収穫初出荷に向け収穫
に励む齋藤会長に励む齋藤会長

永
井
代
表
理
事
に
目
録
を

永
井
代
表
理
事
に
目
録
を

手
渡
す
八
木
橋
常
務

手
渡
す
八
木
橋
常
務

真剣に出荷基準を真剣に出荷基準を
確認する参加者確認する参加者

目
揃
え
会
開
催

目
揃
え
会
開
催

☎ 0172-27-1800☎ 0172-27-1800

作業性・経済性抜群作業性・経済性抜群

充電式チェーンソー充電式チェーンソー

農 業 の 未 来 を 拓 く！
新 規 就 農 者

夏秋いちご夏秋いちご

マキタの充電式マキタの充電式
チェーンソーをチェーンソーを
使用する清野さん使用する清野さん

　

夏
秋
い
ち
ご
の

収
穫
の
本
格
化
に

向
け
５
月
21
日
、

「
弘
果
い
ち
ご
栽

培
研
究
会
」（
齋

藤
良
彦
会
長
）
主

催
の
目
揃
え
会
が

当
社
に
於
い
て
行

わ
れ
、
生
産
者
約

20
名
が
出
荷
の
目
安
と
な

る
、
色
、
大
き
さ
、
形
状
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

夏
秋
い
ち
ご
は
、
爽
や
か

な
酸
味
と
堅
い
果
肉
が
特
徴

で
、
ケ
ー
キ
等
の
業
務
用
需

要
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で

す
。

　

齋
藤
会
長
は
「
会
員
で
顔

を
合
わ
せ
、
現
物
を
手
に
取

り
な
が
ら
情
報
を
共
有
で
き

る
大
事
な
機
会
で
す
」
と
目

揃
え
会
の
意
義
に
つ
い
て
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

夏
秋
い
ち
ご
に
つ
い
て
、

栽
培
か
ら
販
売
ま
で
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、
当
社
農
産
指

導
課
及
び
果
実
部
ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　

　

当
社
で
は
５
月
24
日
、

「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ
ナ

ナ
」寄
付
金
贈
呈
式
を
行
い
、

２
０
２
１
年
度
売
上
金
の
一

部
に
あ
た
る
11
万
７
０
８
２

円
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
神
山

地
を
守
る
会
（
永
井
雄
人
代

表
理
事
）に
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ

ナ
ナ
」
は
、
平
成
19
年
11
月

よ
り
世
界
自
然
遺
産
白
神
山

地
の
環
境
保
全
活
動
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
青
森
県
内
の
量
販
店

で
販
売
し
て
お
り
、
売
上

金
額
の
一
部
（
１

パ
ッ
ク
１
円
）
を

寄
付
し
て
い
ま
す
。 

　

同
日
は
、
青
果
部

門
担
当
役
員
の
八
木

橋
宏
弥
常
務（
当
時
）

が
永
井
代
表
理
事
に

寄
付
金
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。永
井
代
表
理
事
は「
植

樹
活
動
に
必
要
な
資
材
等
を
充
実

さ
せ
て
い
き
ま
す
」
と
感
謝
し
て

い
ま
し
た
。

　

弘
果
物
流
で
は
、

肥
料
や
資
材
等
、
営

農
に
必
要
な
ア
イ
テ

ム
を
多
数
販
売
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
販
売
す
る
商
品
の
中

で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
、

総
合
電
動
工
具
メ
ー
カ
ー

「
マ
キ
タ
」の
充
電
式
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
は
、
エ
ン
ジ
ン
式
に

劣
ら
ず
パ
ワ
ー
が
あ
り
、
そ

の
使
い
勝
手
の
良
さ
か
ら
、

畑
で
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

弘
前
市
下
湯
口
の
り
ん
ご

生
産
者
団
体
「
下
湯
口
出
荷

組
合
」
の
清
野
烈
史
（
あ
つ

ひ
と
）
さ
ん
は
、
同
社
の
充

電
式
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用

し
て
２
ヶ
月
が
経

ち
ま
す
。
清
野
さ

ん
は
「
エ
ン
ジ
ン

式
と
比
較
し
て
、

切
れ
味
、
パ
ワ
ー

は
遜
色
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
性
が
良
く
、
作
業
中

も
静
か
で
、
何
よ
り
軽

い
こ
と
が
、
作
業
の
負

担
を
軽
減
し
て
く
れ
ま

す
。
こ
れ
な
ら
、
女
性

も
扱
い
や
す
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
バ
ッ
テ

リ
ー
に
つ
い
て
は
、
充

電
も
早
く
、
他
の
マ
キ

タ
製
品
と
の
互
換
性
も

あ
る
の
で
、
非
常
に
重

宝
し
て
い
ま
す
。
環
境
に
や

さ
し
く
、
作
業
的
、
経
済
的

に
私
に
も
や
さ
し
い
良
い
相

棒
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

弘
果
物
流
の
担

当
者
は
「
当
社
は

マ
キ
タ
の
特
約
店

で
あ
り
、
同
社
の

製
品
は
何
で
も
揃

い
ま
す
。
是
非
と

も
効
率
的
な
農
作

業
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
産
者
が
、
そ
の
パ
ワ
ー

と
効
果
を
実
感
し
、
販
売
担

当
者
が
自
信
を
持
っ
て
お
ス

ス
メ
す
る
充
電
式

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
及
び

マ
キ
タ
製
品
の
お
問

い
合
わ
せ
は
弘
果
物

流
ま
で
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

木
造
地
区
集
荷
所

木
造
地
区
集
荷
所

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

６
月
６
月
2626
日
（
日
（
日日
））

同

時

オ

ー

プ

ン

同

時

オ

ー

プ

ン

弘
果
木
造
集
荷
所
（
南
広
森
）

弘
果
木
造
集
荷
所
（
南
広
森
）

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
ー

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
ー
2626
ー
３
８
８
０

ー
３
８
８
０

弘
果
菰
槌
集
荷
所

弘
果
菰
槌
集
荷
所

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
ー

【
電
話
番
号
】
０
１
７
３
ー
4545
ー
３
４
６
０

ー
３
４
６
０

生
産
者
憩
い
の
集
い

生
産
者
憩
い
の
集
い

７
月
７
月
５５
日
（
火
）

日
（
火
）

午

前

午

前

1111

時

か

ら

時

か

ら

菰
槌
集
荷
所
で
開
催

菰
槌
集
荷
所
で
開
催

菰槌集荷所で行います菰槌集荷所で行います
【受付時間】【受付時間】

午前 11 時～午後３時 30 分午前 11 時～午後３時 30 分

6/27（月）、6/30（木）、6/27（月）、6/30（木）、

7/11（月）、7/14（木）、7/11（月）、7/14（木）、
7/4（月）、7/7（木）、7/4（月）、7/7（木）、

7/19（火）7/19（火）

(令和5年3月31日まで有効 )(令和5年3月31日まで有効 )

青 果 TS 受 付 は青 果 TS 受 付 は

※ 費 用：3,000 円※ 費 用：3,000 円


